
増
加
は
か
な
ら
ず
し
も
改
進
党
の

影
響
力
が
増
大
し
た
と
は
い

え
な
い
。

八
八
年
の

秋
季
大
会
に

は
神
奈
川
県
倶
楽
部
の

常
議
員
で

あ
り
、

公
道
倶

楽
部
員
で

も
あ
る
鈴
本
稲
之
輔
が
参
加
し
た
り
、

こ

の

大
会
の

議
事
に
お
い

て
、

少
数
で

否
決
さ
れ
た
も
の

の
、

会
規
第
一

項
に

「
本
会
は
凡
て

政

党
に

関
係
な
き
旨
の

但
書
を
追
加
す
べ

し

」（
前
掲
「
同
好
会
秋
季
大
会
」）
と
の

会
規
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
り
し
た
。

ま
た
、

鎌
倉
倶
楽
部
の

山
田

東
次
は
、

改
進
党
の

論
客
、

肥
塚
龍
と
と
も
に

鎌
倉
郡
に

お
け
る
同
好
会
演
説
会
に

出
席
し
て
い

た
。

こ

の

他
公
道
倶
楽
部
の

海
老
塚
四
郎
兵
衛
、

伏
島
近
蔵
ら
が
同
好
会
に

な
ん
ら
か
の

か
か
わ
り
を
も
っ

て
い

た
。

同
好
会
は
政
党
色
を
極
力
薄
く
す
る
こ

と
で

組
織
の

拡
大
を
し
て
い

た
の

で

あ

る
。

改
進
党
系
の

神
奈
川
県
同
好
会
も
、

旧
自
由
党
系
の

神
奈
川
県
倶
楽
部
も
第
一

回
の

衆
議
院
議
員
選
挙
で
の

勝
利
を
も
く
ろ
み
、

積
極
的
な
活
動

を
展
開
し
よ
う
と
し
た
矢
先
、

一

八
八
九
年
六
月
、

秘
密
裡
に

進
め
ら
れ
て
い

た
大
隈
外
相
の

改
正
条
約
案
が
暴
露
さ
れ
、

大
同
協
和
会
や
大
同
倶

楽
部
、

そ
れ
に

国
家
主
義
諸
団
体
等
が
猛
烈
な
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。

こ

の

条
約
改
正
反
対
運
動
の

過
程
を
通
じ
て

政
党
の

再
編
成
が
進
ん
だ
。

北
多
摩
郡
正

義
派
の

結
成

大
隈
外
相
の

条
約
改
正
案
に

反
対
す
る
運
動
が
最
高
潮
に

達
し
た
九
月
、

北
多
摩
郡
の

吉
野
泰
三
ら
は
神
奈
川
県
俱
楽
部
を
脱
退

し
、

内
野
杢
左
衛
門
・

比
留
間
雄
亮
ら
北
多
摩
郡
の

有
志
者
四
十
名
と
北
多
摩
正
義
派
を
結
成
し
た
。

規
約
の

第
一

に

「
本
郡
の

公
益
」
推
進
を
掲
げ
た
。

こ

の

「
本
郡
の

公
益
」
の

具
体
的
中
味
は
殖
産
興
業
の

推
進
で

あ
っ

た
。

吉
野
ら
は
、

こ

れ
よ

り
先
、

一

八
八
七
（
明
治

二
十
）
年
三
月
に

神
奈
川
県
実
業
相
談
会
（
加
入
条
件
と
し
て

「
農
工
商
業
ヲ

営
ム

者
ニ

限
ル

」
と
し
た

）
を
結
成
し
、

殖
産
興
業
に

対
す
る
並
々

な
ら
ぬ

関
心
を
払
っ

て
い

た
。

こ

の

実
業
相
談
会
の

趣
意
書
（
右
松
幸
二
「
吉
野
泰
三
伝
」
『
多
摩
文
化
』
第
一

八
号
）
に

は
次
の

よ
う
に

主
張
さ
れ
て

い

た
。

夫
レ

コ

ノ

会
ヤ
厭
ク
マ

テ
実
利
実
益
ヲ

主
旨
ト
ス

ル

モ

ノ
ニ

シ

テ
、

言
語
ノ

虚
飾
ト

論
弁
ノ

誇
大
ト
ヲ

許
サ

ス
、

苟
モ

殖
産
興
業
ニ

関
ス

ル

ノ

説
ハ

一

些
事
タ

リ
ト

モ

コ

レ

ヲ

棄
テ
ス

云
々

「
言
語
ノ

虚
飾
ト
論
弁
ノ

誇
大
ト
ヲ

許
サ
ス

」
と
い

う
言
葉
に

は
、

南
多
摩
の

石
坂
昌
孝
ら
の

壮
士
的
体
質
に

対
す
る
批
判
が
こ

め
ら
れ
て
い

た
。
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大
同
協
和
会
傘
下
の

神
奈
川
県
倶
楽
部
の

反
権
力
的
政
治
主
義
的
体
質
と
、

吉
野
ら
の

「
実
利
実
益
」
主
義
と
は
相
反
し
て
い

た
。

自
由
党
の
再
興

大
隈
外
相
の

条
約
改
正
案
に

反
対
す
る
運
動
は
国
権
主
義
団
体
（
熊
本
の

紫
溟
会
、

福
岡
の

玄
洋
社
、

保
守
中
正
派
等
）
の

指
導
権

の

も
と
に

展
開
し
た
。

そ
う
し
た
過
程
の

中
で
、

旧
自
由
党
員
、

就
中
北
陸
地
方
の

旧
自
由
党
員
を
中
心
と
し
て
、

民
権
を
第

二

義
的
に

考
え
、

国
権
主
義
へ

の

傾
斜
を
一

層
つ

よ
め
た
。

そ
う
し
た
傾
向
に

対
し
、

大
同
協
和
会
の

大
井
憲
太
郎
ら
は
危
機
感
を
持
ち
、

旧
自
由

党
総
理
板
垣
退
助
を
土
佐
に

訪
ね
、

自
由
党
の

再
興
を
う
な
が
し
た
。

そ
の

結
果
、

こ

の

年
の

十
二

月
、

大
阪
に

お
い

て
、

旧
自
由
党
員
の
一

大
懇

親
会
を
開
く
こ

と
に

な
っ

た
。

板
垣
は
大
同
倶
楽
部
と
大
同
協
和
会
の

融
和
を
企
て
、

他
方
大
同
倶
楽
部
は
自
由
党
の

再
興
を
つ

ぶ
し
に
か
か
っ

た
。

板
垣
は
党
名
を
愛
国
公
党
と
す
る
こ

と
で
両
派
の

妥
協
を
計
ろ
う
と
し
た
が
、

大
井
憲
太
郎
や
中
江
兆
民
ら
大
同
協
和
会
系
の

多
数
の

人
々

は
、

板
垣
の

党
名
変
更
に

自
由
党
の

輝
か
し
い

伝
統
の

抹
消
を
み
、

板
垣
と
決
別
し
て
、

自
由
党
の

再
興
に

踏
み
切
っ

て
い

っ

た
。

大
同
倶
楽
部
も

独
自
に

行
動
す
る
こ

と
と
な
り
、

板
垣
は
、

愛
国
公
党
を
結
成
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

神
奈
川
県
の

旧
自
由
党
員
の

多
く
は
自
由
党
再
興
派
に

結
集
し
て
い

っ

た
。

同
派
の

急
先
峰
で

あ
る
神
奈
川
県
の

天
野
政
立
は
、

板
垣
の

愛
国
公

党
論
を
批
判
し
て

「
国
ト
云
フ

字
ヲ

付
ケ
ル
ハ

国
家
主
義
ニ

シ

テ
平
民
主
義
、

個
人
的
自
由
主
義
ニ

ハ

相
反
ス

ル

モ

ノ

」（「
立
憲
国
民
ノ

責
任

」）
と

批
判
し
た
。

結
党
式
は
一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三

）
年
一

月
に

挙
行
さ
れ
、

山
田

泰
造
は
創
立
委
員
の
一

人
と
し
て
、

天
野
政
立
は
大
会
準
備
の

仮
幹
事
と
な

っ

て

活
躍
し
た
。

二
月
に

入
る
と
大
会
提
出
の

党
議
草
案
の

審
議
が
始
ま
り
、

そ
の

草
案
の

第
一

項
に

「
国
会
ニ

上
請
シ

テ
憲
法
点
閲
ス

ル

事
」

（
中
江
兆
民
の

提
案
）
を
掲
げ
た
。

帝
国
憲
法
の

実
質
上
の

改
定
を
も
く
ろ
ん
だ
こ

の

党
議
は
衆
目
を
驚
か
せ
た
。

政
府
系
新
聞
で

鳴
る
『
東
京
日
日

新
聞
』
は
、

憲
法
改
正
の

発
議
は
天
皇
に

あ
る
こ

と
は
憲
法
条
文
上
に

明
記
し
て

あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

こ

れ
で

は
議
会
が
「
自
ら
為
す
べ

き
の

権
あ
っ

て

之
を
為
す
が
如
き
の

意
に

聞
ふ
れ
ば
旁
以
て

穏
な
ら
ず
」（
一

八
九
〇
年
二

月
二
十
七
日

）
と
論
難
し
た
。

結
果
的
に

は
当
局
の

不
認
可
で

党
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議
に

掲
げ
る
こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
が
、

た
と
え
少
数
に

し
ろ
、

こ

う
し
た
天
皇
大
権
に

係
わ
る
憲
法
の

実
質
的
改
正
の

意
図
を
堅
持
し
た
人
び
と

が
結
集
し
た
意
義
は
大
き
か
っ

た
。

こ

の

大
会
で

選
出
さ
れ
た
常
議
員
三
十
名
の

中
に

は
神
奈
川
県
か
ら
石
坂
昌
孝
・

天
野
政
立
・

山
田
泰
造
の

三
名
が
名
を
連
ね
て
い

た
。

ま
た
、

幹
事
三
名
の
一

人
と
し
て

天
野
政
立
が
選
出
さ
れ
た
。

こ

の

二

月
末
の

党
員
数
は
合
計
八
百
十
四
名
、

府
県
別
に

み
る
と
、

神
奈
川
二
百
六
十
二

名
、

東
京
三
十
三
名
、

埼
玉
五
十
七
名
、

群
馬
九
十
名
、

千
葉
六
十
七
名
、

茨
城
六
十
名
、

栃
木
八
十
二

名
等
と
な
っ

て
お
り
（『
明
治
政
史
』
下
）、

神
奈

川
県
が
全
体
の

三
二

㌫
を
占
め
、

さ
し
ず
め
神
奈
川
県
人
主
導
の

関
東
自
由
党
と
い

っ

た
感
が
あ
っ

た
。

し
か
し
な
が
ら
、

下
部
党
員
の

多
く
は
、

大
井
憲
太
郎
や
中
江
兆
民
ら
再
興
自
由
党
（
以
前
の

旧
自
由
党
や
、

こ

の

年
九
月
に

結
成
さ
れ
た
立
憲
自
由

党
と
区
別
す
る
た
め
に

通
称
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い

る

）
の

指
導
部
が
愛
国
公
党
や
大
同
倶
楽
部
と
何
故
分
離
し
た
か
を
十
分
理
解
し
て
い

な
か
っ

た
。

指
導
部
が
選
挙
準
備
の

た
め
各
地
に

遊
説
に

出
か
け
て
い

る
最
中
、

四
月
十
五
日
下
部
党
員
は
大
同
・

愛
国
・

再
興
自
由
の

三
派
合
同
を
実
現
す
る

た
め
に

調
和
青
年
同
盟
会
を
結
成
し
た
。

こ

の

同
盟
会
に

は
横
浜
住
民
俱
楽
部
も
参
加
し
て
い

た
。

同
盟
会
は
結
成
と
同
時
に

各
派
に

合
同
談
判
を

申
し
入
れ
た
。

真
先
に

と
び
つ

い

た
の

は
板
垣
の

愛
国
公
党
で

あ
っ

た
が
、

再
興
自
由
党
と
大
同
俱
楽
部
は
合
同
の

是
否
を
め
ぐ
っ

て

動
揺
し
た
。

し
か
し
、

結
果
的
に

は
、

三
派
が
一

定
数
の

人
員
を
供
出
し
、

庚
寅
俱
楽
部
を
結
成
し
、

本
格
的
な
合
同
は
衆
議
院
議
員
選
挙
後
に

持
ち
越
さ
れ
た

の

で

あ
っ

た
。

第
一

回
衆
議

院
議
員
選
挙

衆
議
院
議
員
の

選
挙
権
は
、

居
住
す
る

府
県
内
で

直
接
国
税
十
五
円
以
上
を
一

年
以
上
（
所
得
税
の

場
合
は
三
年
以
上

）
納
め
る
二

十
五
歳
以
上
の

男
子
に
、

ま
た
、

被
選
挙
権
は
選
挙
資
格
と
同
じ
納
税
条
件
を
も
つ

三
十
歳
以
上
の

男
子
に

与
え
ら
れ
た
。

そ
の

た
め
選
挙
権
所
有
者
が
県
民
全
体
の

〇
・

八
七
㌫
で

あ
っ

た
（
第
四
十
九
表
参
照
）。
こ

の

数
値
は
全
国
平
均
約
一

・

二

四
㌫
を
は
る
か
に

下
回
る
も

の

で

あ
っ

た
。
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天
野
政
立
は
再
興
自
由
党
の

遊
説
で
、

議
員
と
し
て
の

資
質
と
し

て
、

㈠
精
神
が
剛
直
で

公
共
心
あ
る
者
　
㈡
学
識
あ
る
者
　
㈢
経
験

あ
る
者
　
㈣
財
産
あ
る
者
　
㈤
人
望
の

あ
る
者
の

五
つ

を
あ
げ
、

こ

の

う
ち
不
可
欠
の

条
件
と
し
て

　
㈠
の

要
素
を
あ
げ
て

い

た
。

ま

た
、

各
選
挙
権
者
に

は
「
普
通
選
挙
ノ

考
ヲ

以
テ
十
五
円
以
下
納
ム

ル

者
ノ

代
表
」
と
し
て

の

自
覚
が
必
要
だ
と
強
調
し
た
（「
立
憲
国
民

之
責
任
」）。

政
府
の

政
策
と
対
決
し
、

人
民
の

代
表
者
と

し
て
、

そ

の

利
益
を
実
現
す
る
に

は
堅
固
な
思
想
と
闘
争
心
と
を
も
つ

こ

と
、

こ

れ
が
天
野
が
選
挙
権
者
に

望
ん
だ
要
点
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

県

下
の

選
挙
の

実
態
は
天
野
の

意
見
と
は
か
な
り
遠
い

も
の

で

あ
っ

た
。

第49表　選挙区別有権者数及び割合

『神奈川県統計書』から作成

第
五
十
表
は
県
下
各
選
挙
区
、

及
び
次
点
者
の

得
票
数
を
表
し
た

も
の

で

あ
る
。

各
選
挙
区
の

う
ち
、

中
央
の

再
興
自
由
党
と
大
同
倶
楽
部
の

対
立
が
そ
の

ま
ま
選
挙
に

も
ち
込
ま
れ
た
の

は

第
二

区
（
久
良
岐
・

橘

樹
・

都
筑
の

三
郡
）
で

あ
っ

た
。

第
五
十
表
で

明
ら
か
な
よ
う
に
、

結
果
と
し
て

は
山
田
泰
造
の

大
勝
に

な
っ

て
い

る
が
、

選
挙
の

実
状
は
非
常
に

複

雑
な
も
の

で

あ
っ

た
。

有
力
な
候
補
と
し
て

推
さ
れ
た
の

は
、

最
終
的
に

は
山
田
泰
造
（
再
興
自
由
）・
吉
田
正
春
（
大
同
倶
楽
部
）・
大
塚
成
吉
（
改

進
党
）・
佐
藤
貞
幹
（
再
興
自
由
党
？

）・
添
田
知
義
の

五
名
で

あ
っ

た
。

当
初
か
ら
名
前
の

上
が
っ

て
い

た
の

は
、

山
田
・

吉
田
・

大
塚
・

佐
藤
の

四
名

で

あ
っ

た
。

山
田
は
四
月
に

行
わ
れ
た
神
奈
川
県
俱
楽
部
の

予
選
会
で

第
二

区
の

候
補
者
に

指
名
さ
れ
て
い

た
。

一

方
、

後
藤
象
二

郎
の

直
系
で

あ
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る
吉
田
正
春
は
大
同
倶
楽
部
の

重
鎮
八
木
原
繁
祉
の

周
旋
で

同
派
の

急
先
峰
と
し
て

神
奈
川
県
へ

乗
り
込
ん
だ
の

で

あ
っ

た
。

山
田
は
、

横
浜
住
民

倶
楽
部
の

伊
藤
仁
太
郎
ら
壮
士
を
動
員
し
、

選
挙
人
を
個
別
に

訪
問
せ
し
め
、

強
引
に

支
持
を
と
り
つ

け
る
と
い

う
壮
士
型
選
挙
を
展
開
し
た
。

吉

田
は
川
崎
町
長
の

島
田
武
郎
・

大
綱
村
長
の

飯
田
快
三
・

子
安
村
の

県
会
議
員
飯
田
彰
重
（
吉
田
は
こ

こ

に

本
籍
を
移
し
た

）・
町
田
村
の

県
会
議
員
兼

村
長
添
田
知
義
・

同
村
の

小
野
鱗
之
助
ら
の

有
力
者
に

推
さ
れ
、

彼
ら
を
と
お
し
て

支
持
者
の

獲
得
に
つ

と
め
た
。

第
五
十
一

表
は
川
崎
分
署
管
内

七
か
町
村
の

選
挙
中
間
報
告
の
一

部
で

あ
る
が
、

吉
田
は
選
挙
権
者
の

三
五
㌫
を
獲
得
し
、

地
元
の

有
力

者
に

乗
っ

た
有
利
な
運
動
を
展
開
し
て
い

た
。

山
田
は
神
奈
川
県
倶
楽
部
に

推
さ
れ
な
が
ら
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
い

た
。

地
元
の

有
力
者
に

支
持
さ
れ
な
い

場
合
、

ど
ん
な
に

不
利
か
を
物
語
っ

て
い

た
。

前
述
し

た
よ
う
に
一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
十
二

月
に

結
成
さ
れ

た
神
奈
川
県
倶
楽
部
の

支
部
が
活
動
停
止

状
態
に

な
っ

て
い

た
こ

と
も
、

山
田
が
地
元
の

有
力
者
の

結
集
に

失
敗
し
て
い

た
こ

と
を
示
し
て
い

た
。

第50表　第1回衆議院議員選挙当選者および次点者得票数

江川喜次郎『政戦録』から

と
こ

ろ
が
、

こ

の

吉
田
の

有
利
な
立
場
が
選
挙
終
盤
に
至
っ

て

急
転
し
た
の
で

あ
っ

た
。

吉
田
の

有
力

な
支
持
者
添
田
知
義
が
急

遽
候
補
に

推
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

ま
た
、

吉
田
の

選
挙
参
謀
飯
田
彰
重
も
添

田
支
持
へ

回
り
、

吉
田
は
地
元
の

有
力
者
か
ら
見
放
さ
れ
て

し
ま
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

中
央
か
ら
八
木
原

繁
祉
が
駆
け
つ

け
添
田
に

直
談
判
し
た
が
効
果
は
な
か
っ

た
。

添
田
が
候
補
に

名
乗
り
出
た
の

は
、

山
田

は
支
持
で

き
な
い

が
、

さ
り
と
て

輸
入
候
補
吉
田
も
支
持
で

き
な
い

と
言
う
者
、

山
田
・

吉
田
の

両
派
に

挾
ま
れ
、

双
方
へ

の

義
理
立
て
に

悩
ま
さ
れ
て
い

た
者
ら
が
、

吉
田
の

財
産
差
し
押
え
の

報
（
真
実
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い

が

）
が
伝
わ
る
や
、

急
遽
添
田
擁
立
に

踏
み
切
っ

た
た
め
で

あ
っ

た
。

選
挙
の

結
果
は
、

山
田
泰
造
七
百
五
十
一

票
、

大
塚
成
吉
四
百
八
十
六
票
、

添
田
知
義
二

百
七
十
五
票
、

佐
藤
貞
幹
百
九
十
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三
票
、

吉
田
正
春
九
十
一

票
と
な
っ

て
い

た
。

ど
ん
な
に

中
央
で

著
名
で

あ
っ

て

も
地
元
に

基
盤

の

な
い

候
補
は
み
じ
め
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

こ

の

時
期
の

政
党
の

指
導
力
が
全
く
通
せ

ず
、

そ
の

基
盤
の

薄
弱
さ
を
物
語
っ

て
い

た
。

こ

う
し
た
状
況
下
で
、

山
田
は
地
元
の

有
利
さ
と
壮
士
型
選
挙
運
動
を
展
開
し
、

受
動
的
な
選

挙
人
を
獲
得
し
、

勝
利
し
た
の

で

あ
っ

た
。

中
央
の

名
声
と
地
元
が
完
全
に
か
み
あ
っ

た
の

は
第

一

区
の

島
田
三
郎
で

あ
り
、

吉
田
と
同
様
敗
北
し
た
の

は
第
四
区
で

推
さ
れ
た
改
進
党
の

肥
塚
龍

で

あ
り
第
三
位
の

百
九
十
六
票
で

あ
っ

た
。

進
歩
党
合
同
問
題

衆
議
院
議
員
選
挙
も
終
わ
り
、

七
月
末
に

な
る
と
、

再
び
政
党
の

合
同
、

連
合
の

動
き
が
活
発
化
し
た
。

一

つ

は
、

前
述
し
た
愛
国
・

大
同
・

自
由

三
派
の

合
同
問
題
で

あ
り
、

他
は
九
州
同
志
会
に

よ
る
改
進
党
も
含
め
た
全
国
進
歩
派
政
党
の

連

合
運
動
（
連
合
と
は
各
々

の

党
派
が
独
立
し
た
組
織
を
維
持
し
、

一

定
の

具
体
的
課
題
で

統
一

行
動
を
と
る

形
態
）
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
動
き
に

対
し
、

政
府
は
七
月
二

十
五
日
法
律
第
五
三
号
「
集
会
及

政
社
法
」
を
公
布
し
た
。

同
法
は
「
集
会
条
例
」
の

結
社
の

連
合
、

通
信
、

支
部
の

設
置
等
を
禁
止
し
た
条
項
を
そ
の

ま
ま
受
け
継
い

で
い

た
。

第51表　川崎分署管内衆議院議員選挙中間報告

「川崎警察文書」から

神
奈
川
県
で

は
同
法
が
施
行
さ
れ
る
直
前
に

「
秘
百
七
十
一

号
　
集
合
体
運
動
ノ

形
跡
等
調
査
取
調
方
」（「
川
崎
警
察
文
書
」）
が
各
警
察
署
に

訓

令
さ
れ
、

あ
ら
か
じ
め
県
内
各
非
政
社
団
体
の

調
査
を
行
っ

て
い

た
。

八
月
に

入
る
と
警
察
署
長
会
議
を
開
き
、

高
橋
警
部
長
は
「
集
会
及
政
社
法
」

に

基
づ
く
非
政
社
団
体
取
り
締
り
方
を
訓
示
し
た
。

八
月
八
日
横
浜
で

は
公
道
俱
楽
部
・

神
奈
川
県
俱
楽
部
・

横
浜
住
民
俱
楽
部
・

同
好
会
等
の

各

責
任
者
が
横
浜
警
察
署
に

召
喚
さ
れ
、

ま
た
県
下
の

非
政
社
団
体

―
八
王
子
俱
楽
部
・

北
多
摩
正
義
派
・

南
多
摩
武
陽
俱
楽
部
・

西
多
摩
平
民
俱
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楽
部
・

高
座
愛
甲
津
久
井
三
郡
倶
楽
部
・

鎌
倉
倶
楽
部
・

津
久
井
郡
中
野
倶
楽
部
・

三
浦
郡
交
誼
会
・

西
多
摩
五
日
市
青
年
倶
楽
部
等

―
の

各
責

任
者
が
所
轄
警
察
署
に

召
喚
さ
れ
、

同
法
に

関
す
る
諭
告
が
与
え
ら
れ
、

八
月
十
五
日
ま
で

に

解
散
す
る
か
否
か
を
回
答
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。

こ

れ
ま
で

の

よ
う
に

非
政
社
組
織
に

よ
る
政
治
活
動
が
全
く
拘
束
さ
れ
る
こ

と
に

な
り
、

県
内
の

各
団
体
も
大
旨
解
散
に

決
し
て
い

っ

た
。

こ

う
し
た
事
態
に

た
い

し
て

改
進
党
の

指
導
者
で

代
議
士
で

も
あ
り
、

ま
た
、

『
毎
日

新
聞
』
の

主
筆
で

も
あ
っ

た
島
田
三
郎
は
「
我
政
府
は
政

社
の

通
信
連
合
に

自
由
を
許
与
せ
ら
る
べ

く
、

従
っ

て

聯
合
の

目
的
を
達
し
得
べ

し
と
信
じ
た
り
」（「
連
合
の

問
題
」『
毎
日

』
明
治
二

十
三
年
八
月
五
日

付
）
と
述
べ
、

そ
の

予
想
外
の

出
来
事
に

紙
上
で

自
ら
の

不
明
を
恥
じ
た
。

同
法
の

厳
格
な
適
用
を
契
機
と
し
て
、

再
興
自
由
党
・

愛
国
公
党
・

大
同
倶
楽
部
・

九
州
同
志
会
、

そ
れ
に

改
進
党
も
含
め
た
一

大
進
歩
党
結
成

論
が
沸
騰
す
る
。

こ

の

結
成
運
動
の

推
進
役
は
九
州
同
志
会
で

あ
り
、

改
進
党
に

あ
っ

て

は
島
田
三
郎
・

肥
塚
龍
ら
、

再
興
自
由
党
に

あ
っ

て

は
大

井
憲
太
郎
・

中
江
兆
民
ら
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
た
最
中
に
、

大
磯
町
の

進
歩
社
か
ら
『
進
歩
』
と
い

う
雑
誌
が
誕
生
し
た
。

発
行
人
兼
印
刷
人
は
天

野
政
立
、

編
集
人
は
手
代
木
保
周
で

あ
っ

た
。

誌
名
が
示
す
よ
う
に

進
歩
党
結
成
を
め
ざ
し
て

発
行
さ
れ
た
も
の

で

あ
り
、

大
井
ら
に

指
導
さ
れ
る

再
興
自
由
党
系
の

雑
誌
で

あ
っ

た
。

こ

の

進
歩
党
結
成
を
め
ぐ
っ

て
、

八
月
末
に

至
る
ま
で
、

大
同
派
内
の

国
権
派
に

よ
る
改
進
党
、

九
州
同
志
会
の

締
め
出
し
策
と
そ
れ
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
人
び
と
の

間
で

激
し
い

争
い

が
続
い

た
。

改
進
党
に

あ
っ

て

は
、

島
田
三
郎
が
改
進
党
解
散
論
を
も
っ

て

進
歩
党
結
成
に

奔
走
し
た
。

し
か
し
国
権
派
の

攻
撃
の

み
な
ら
ず
改
進
党
内
部
で

も
有
力
な
反
対
論
に

あ
い
、

党
内
で

孤
立
し
て
い

っ

た
。

結
局
、

改
進
党
を
の

ぞ
い

た
四
派
が

立
憲
自
由
党
を
結
成
す
る
に

至
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

九
月
十
五
日
の

立
憲
自
由
党
の

結
成
大
会
で

は
旧
大
同
俱
楽
部
系
の

国
権
派
に

よ
っ

て

大
混
乱
に

な
っ

た
が
、

彼
ら
は
結
局
追
わ
れ
る
よ
う
に

し

て

脱
党
し
た
。

こ

の

時
、

雑
誌
『
進
歩
』（
第
三
号
）
は
「
合
同
の

好
時
機
」
と
し
て

次
の

よ
う
に

論
じ
た
。
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改
進
党
を
排
撃
し
て

同
党
と
の

合
同
を
妨
げ
た
る
一

部
の

人
士
は
立
憲
自
由
党
を
脱
せ

り
、

改
進
の

文
字
を
削
除
す
べ

し
と
の

建
議
は
遂
に

敗
れ
た
り
、

自
由
改
進

の

合
同
を
謀
ら
ん
と
し
た
る
懇
親
会
諸
氏
は
此
際
何
そ
進
み
て

合
同
の

労
を
執
ら
ざ
る
や
一

敗
力
を
落
し
て

手
を
引
く
が
如
き
は
吾
人
青
年
諸
氏
の

為
め
に
之
を
惜

む
、

『
進
歩
』
が
こ

う
呼
ん
だ
と
き
は
、

島
田
三
郎
ら
の

合
同
論
が
改
進
党
評
議
員
会
で

否
決
さ
れ
、

全
く
孤
立
し
た
と
き
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

の

合
同
運
動
の

経
験
は
、

天
野
政
立
や
島
田
三
郎
ら
の

間
に

現
政
府
と
の

対
決
姿
勢
に
お
い

て

共
通
認
識

―
島
田
の

言
葉
で

言
え
ば
「
依
然
と
し
て

専
制
政
体
の

邦
国
」　（「
合
同
の

問
題
に

関
し
て

予
の

精
神
を
明
に

す
」『
毎
日

』
明
治
二

十
三
年
九
月
九
日
付
）
が
成
立
し
、

第
二

回
議
会
以
降
一

時
期
現
出

し
た
自
由
・

改
進
両
党
の

連
合
戦
線
の

下
地
を
形
成
し
た
の

で

あ
っ

た
。

県
民
要
求
と
議
会

第
一

回
帝
国
議
会
は
一

八
九
〇
（
明
治
二
十
三

）
年
十
一

月
十
五
日
に

召
集
さ
れ
た
。

初
代
衆
議
院
議
長
に

は
、

立
憲
自
由

党
の

神
奈
川
県
第
五

区
選
出
の

中
島
信
行
が

勅
任
さ
れ
た
。

衆
議
院
議
員
（
定
数
三
百
名
）
の

主
な
党
派
は
、

自
ら
は
中
立

を
標

榜
し
、

一

般
に

は
吏
党
と
呼
称
さ
れ
た
政
府
系
の

大
成
会
七
十
九
名
、

民
党
と

総
称
さ
れ
た
立
憲
自
由
党
百
三
十
名
及
び
立
憲
改
進
党
四
十

名
で

あ
り
、

民
党
は
過
半
数
を
制
し
て
い

た
。

政
府
提
出
予
算
案
の

歳
出
総
額
は
、

八
千
三

百
三
十
二
万
円
余
で
、

そ
の

大
部
分
は
陸
海
軍
に

関
す
る
経
費
で

あ
っ

た
。

内
閣
総
理
大
臣

山
県
有
朋
は
、

施
政
方
針
演
説
で

政
府
の

軍
拡
方
針
を
説
い

た
。

「
政
費
節
減
」
・

「
民
力
休
養
」
を
ス

ロ

ー
ガ
ン

と
す
る
民
党
は
、

衆
議
院
予
算
委
員
会
に

お
い

て
、

政
府
原
案
に

対
し
、

八
百
八
十
八
万
円
余
、

歳
出
総
額
の
一

〇
・

六
㌫
を
削
減
し

た
。

削
減
の

対
象
は
官
吏
の

減
員
、

俸
給
旅
費
の

減
額
で

あ
り
、

憲
法
第
十
条
の

官
制
大
権

に

守
ら
れ
た
官
僚
制
に

対
す
る
攻
撃
で

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
の

立
憲
自
由
党
系
の

雑
誌
『
進

中島信行　平野恒氏蔵
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歩
』
は
、

官
吏
の

減
員
、

俸
給
の

減
額
の

正
当
性
に

つ

い

て
、

「
幾
多
の

青
年
を
し
て

実
業
的
の

念
慮
を
絶
ち
、

官
吏
た
る
の

念
を
生
ぜ
し
め
た
る

者
は
誰
れ
ぞ
」
と
問
い
、

「
官
吏
の

生
活
と
民
間
の

生
活
と
天
壌
の

差
を
生
ず
る
時
は
、

遂
に

国
家
衰
頽
の

基
ひ
た
る
を
免
れ
ざ
る
な
り
」
と
論
じ
、

「
口
に

陛
下
の

大
権
に

藉
り
、

以
て

公
論
を
圧
せ
ん
と
す
」
る
政
府
＝
吏
党
を
激
し
く
批
判
し
（「
歳
計
予
算
に

就
て

」、
第
一

〇
号
）、

民
党
を
支
援
し

た
。

政
府
は
不
同
意
を
表
明
し
、

政
府
対
民
党
の

対
立
は
憲
法
の

解
釈
権
に

ま
で

発
展
し
た
。

こ

う
し
た
民
党
の

徹
底
抗
戦
に

合
わ
せ

て
、

神
奈
川
県
の
一

市
十
五
郡
の

有
志
者
二

千
七
百
六
十
五
名
は
、

一

八
九
一

（
明
治
二

十
四

）
年
一

月

八
日
、

石
坂
昌
孝
・

瀬
戸
岡
為
一

郎
・

山
田
東
次
の

三
代
議
士
を
紹
介
議
員
と
し
て
、

四
つ

の

請
願
書
を
衆
議
院
に

奉
呈
し
た
。

第
一

は
集
会
結
社

の

自
由
を
主
張
す
る
「
集
会
及
政
社
法
」
改
正
の

請
願
、

第
二

は
一

律
地
価
百
分
の

二
の

減
額
を
要
求
す
る
地
租
軽
減
の

請
願
、

第
三
は
衆
議
院
議

員
選
挙
権
の

納
税
資
格
を
直
接
国
税
五
円
以
上
、

年
齢
二

十
歳
以
上
と
し
、

被
選
挙
権
の

納
税
資
格
を
廃
止
し
、

年
齢
を
二

十
五
歳
以
上
と
す
る
こ

と
、

ま
た
、

選
挙
区
を
一

府
県
一

選
挙
区
と
す
る
こ

と
等
を
要
求
す
る
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
の

請
願
、

第
四
は
、

複
選
制
及
び
大
地
主
議
員
の

廃
止
、

郡
長
公
選
を
求
め
る
郡
制
改
正
の

請
願
で

あ
っ

た
。

民
党
の

強
硬
な
反
対
に

遭
遇
し
た
政
府
は
議
会
の

解
散
を
も
辞
せ
ず
と
の

態
度
を
と
り
、

裏
面
か
ら
は
、

農
商
務
相
陸
奥
宗
光
（
元
神
奈
川
県
令
）

や
逓
相
後
藤
象
二

郎
ら
に

よ
る
民
党
議
員
懐
柔
工
作
を
行
っ

た
。

そ
の

た
め
に
、

立
憲
自
由
党
内
部
に

党
議
に

反
す
る
議
員
が
続
出
し
た
。

こ

う
し

た
事
態
を
憂
い

て
、

神
奈
川
県
南
多
摩
郡
の

乙
津
良
作
は
次
の

よ
う
に

県
下
の

選
挙
民
に

訴
え
て
い

た
。

立
憲
治
下
の

人
民
が
代
議
士
に

依
り
て

望
み
を
達
せ

ん
と
せ
ば
、

宜
し
く
代
議
士
其
人
を
し
て

奨
励
・

監
督
し
、

其
の
一

言
一

行
に

注
意
し
て
、

輿
論
の

希
望
に

背

か
さ
ら
し
む
る
は
選
挙
人
民
の

責
任
な
り
と
す
…
…
看
よ
看
よ
眼
を
開
ひ
て

代
議
士
の

挙
動
を
視
よ
、

或
は
賄
賂
を
取
れ
り
と
言
ひ
、

或
は
党
議
に

背
き
…
…
不
義

の

言
行
を
為
す
者
続
々

輩
出
す
る
に

非
ず
や
…
…
。

選
挙
区
諸
氏
が
一

言
一

行
は
、

都
下
百
万
の

壮
士
が
紛
擾
攻
撃
よ
り
も
、

腐
腸
代
議
士
が
為
め
に

は
防
腐
剤
と

な
り
て

頭
上
に

百
雷
の

落
来
る
が
如
き
感
あ
ら
ん
、

何
ぞ
速
に

総
代
を
選
ん
で

上
京
せ

し
め
不
義
に

与
す
る
代
議
士
を
鞭
達
せ
さ
る
。

（「
号
泣
し
て

公
民
諸
氏
に

訴
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ふ

」、

前
掲
書
）

こ

の

よ
う
な
下
部
の

立
憲
自
由
党
員
の

呼
び
も
効
な
く
、

竹
内
綱
ら
通
称
土
佐
派
の

議
員
四
十
名
は
立
憲
自
由
党
を
脱
し
た
。

そ
の

中
に

は
神
奈

川
県
第
六
区
選
出
の

山
口

左
七
郎
も
含
ま
れ
て
い

た
。

政
府
は
こ

の

脱
党
組
の

協
力
を
得
て
、

政
府
予
算
案
の

う
ち
六
百
五
十
一

万
円
を
減
額
し
、

行
政
整
理
を
約
束
す
る
こ

と
で
か
ら
く
も
予
算
案
を
成
立
さ
せ
た
。

民
党
を
代
表
す
る
急
先
鋒
の
一

人
で

あ
っ

た
神
奈
川
県
第
一

区
選
出
の

島
田
三
郎
は
、

議
会
で

の

民
党
の

敗
北
に

ひ
る
ま
ず
、

「
輿
論
は
独
り
議

院
門
内
に

あ
ら
ず
」（『
毎
日

』
明
治
二

十
四
年
三
月
一

日
付
）と
強
調
し
捲
土
重
来
を
期
し
た
。

第
一

回
議
会
に

お
い

て
、

民
党
と
し
て

行
動
し
た
立
憲
改

進
党
に

対
し
、

雑
誌
『
進
歩
』
は
、

前
年
の

進
歩
党
合
同
運
動
の

と
き
と
同
様
に

自
由
党
と
改
進
党
と
の

合
同
を
説
い

た
（「
改
進
党
に

望
む

」第
一

〇

号

）。
こ

う
し
た
改
進
党
に

対
す
る
連
帯
表
明
に

は
、

第
二
回
議
会
解
散
以
後
の

県
内
に
お
け
る
両
党
の

共
同
行
動
に

大
き
な
か
て

と
な
っ

て
い

っ

た
。

二
　
選
挙
干
渉
と
政
党

自
由
・

改
進

両
党
の
連
合

第
二
回
帝
国
議
会
は
一

八
九
一

（
明
治
二
十
四

）
年
十
一

月
二

十
一

日
に

召

集
さ
れ

た
。

民
党
は
第
一

回
議
会
と
同
様
に

大
鉈
を

振
い
、

予
算
委
員
会
で

歳
出
総
額
八
千
三
百
五
十
万
円
の

約
一

〇
㌫
、

七
百
九
十
万
円
余
を
削
減
し
た
。

政
府
は
前
回
と
同
じ
よ

う
に

解
散
の

お
ど
し
や
買
収
工
作
を
企
て

た
。

し
か
し
、

海
相
樺
山
資
紀
が
、

今
日
、

日
本
の

安
寧
が
保
持
さ
れ
て
い

る
の

は
薩
長
政
府
の

力
で

あ

る
云
々

と
い

う
、

い

わ
ゆ
る
蛮
勇
演
説
を
行
っ

た
た
め
、

民
党
の

憤
激
を
買
い
、

十
二
月
二

十
五
日
、

議
会
を
解
散
し
た
。

議
会
が
解
散
と
な
る
や
、

直
ち
に

自
由
改
進
両
党
は
選
挙
対
策
を
立
て

た
。

自
由
党
は
十
二
月
二
十
六
日
総
会
を
開
き
、

選
挙
要
綱
に

「
議
会
に
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於
て

我
党
と
共
に

運
動
し
た
る
人
々

と
は

徳
義
上
可
成
競
争
せ

ざ
る
こ

と

」（『
毎
日

』
明
治
二

十
四
年
十
二
月
二

十
七
日
付

）
の
一

項
を
加
え
た
。

改

進
党
も
「
自
由
党
又
は
其
他
の

人
で

初
期
以
来
節
操
確
乎
た
る
旧
議
員
は
可
成
相
助
け
候
事
と
存
じ
候
云
々

」（「
選
挙
に

関
す
る
立
憲
改
進
党
の

方
針

」、

『
毎
日

』
明
治
二

十
四
年
十
二

月
三
十
日
付
）
と
い

う
一

項
を
方
針
に

加
え
た
の

で

あ
っ

た
。

県
下
で

は
、

こ

う
し
た
党
中
央
の

方
針
が
出
る
以
前
か
ら
両
党
連
合
の

選
挙
対
策
が
始
ま
っ

て
い

た
。

十
二

月
十
三
日
に

は
横
浜
に

お
い

て
、

自

由
党
の

衆
議
院
議
員
石
坂
昌
孝
・

瀬
戸
岡
為
一

郎
、

そ
の

他
自
由
・

改
進
両
党
の

県
会
議
員
三
十
名
が
懇
親
会
を
開
き
、

議
会
解
散
の

場
合
は
民
党

と
し
て

活
動
し
た
議
員
の

再
選
を
援
助
す
る
旨
の

相
談
を
行
っ

た
。

ま
た
、

同
月
十
五
日
に

は
改
進
党
の

評
議
員
肥
塚
龍
や
県
会
議
員
と
三
浦
・

鎌

倉
・

久
良
岐
・

橘
樹
・

横
浜
の
一

市
四
郡
の

有
志
者
が
横
浜
に

集
会
し
た
。

席
上
肥
塚
は
、

も
し
議
会
が
解
散
と
な
っ

た
な
ら
ば
「
現
在
議
員
に

し

て

民
党
に

左
袒
し
た
る
者
は
自
由
党
と
相
提
携
し
、

其
人
の

再
選
に

尽
力
す
る
こ

と
、

民
党
の

勝
利
を
計
る
最
良
の

方
法

」（『
毎
日

』
明
治
二

十
四
年

十
二
月
十
七
日
付
）
と
説
き
、

自
由
・

改
進
両
党
連
合
の

必
要
不
可
欠
な
る
こ

と
を
強
調
し
た
。

一

八
九
二
（
明
治
二
十
五

）
年
一

月
四
日
、

横
浜
市
の

旧
公
道
俱
楽
部
に

自
由
・

改
進
両
党
の

有
志
者
百
三
十
余
名
が

参
集
し

た
。

森
久
保
作
蔵

が
県
下
各
選
挙
区
の

候
補
選
定
に

関
す
る
報
告
を
し
た
。

こ

れ
に

よ
る
と
第
一

区
は
島
田
三
郎
、

第
二

区
は
山
田
泰
造
、

第
三
区
は
石
坂
昌
孝
・

瀬

戸
岡
為
一

郎
、

第
四
区
は
山
田
東
次
以
上
再
選
、

第
五
区
は
中
島
信
行
が
辞
退
し
た
場
合
、

県
会
議
員
山
田
嘉
穀
・

菊
池
小
兵
衛
の

う
ち
ど
ち
ら
か

を
推
薦
す
る
こ

と
と
な
り
、

第
六
区
は
福
井
直
吉
を
推
薦
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

ま
た
、

選
挙
推
進
の

組
織
体
制
と
し
て
、

選
挙
通
信
所
を
横
浜
及

び
厚
木
の

二
か
所
に

設
置
し
、

こ

れ
に
二

名
以
上
の

常
設
員
を
置
き
、

各
郡
市
に

は
二
名
以
上
の

協
議
員
を
置
く
こ

と
に

な
っ

た
。

横
浜
市
の

協
議

員
及
び
常
設
員
に

は
、

鈴
本
稲
之
輔
・

最
上
幸
吉
・

黒
部
与
八
・

戸
塚
千
太
郎
の

四
名
が
選
ば
れ
た
。

一

月
二

十
一

日
に

は
、

自
由
・

改
進
両
党
が
連
合
し
て
、

横
浜
政
談
大
演
説
会
を
同
市
湊
座
に

お
い

て

開
い

た
。

聴
衆
が
二

千
四
百
余
名
も
参
集

し
、

警
察
官
三
十
余
名
が
出
張
し
た
。

改
進
党
か
ら
は
島
田
三
郎
・

高
木
正
年
・

高
田
早
苗
、

自
由
党
か
ら
は
山
田
泰
造
・

山
田
東
次
ら
が
弁
士
と
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